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第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
第
十
三
号
」
を
「
第
十
四
号
」
に
、「
第
十
二
号
」
を
「
第
十
三
号
」
に
、「
第
十
四
号
」

を
「
第
十
五
号
」
に
改
め
、
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

公
益
社
団
法
人
福
島
相
双
復
興
推
進
機
構
へ
の
派
遣
に
関
す
る
制
度
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
法
令
の
実
施

に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
九
条
第
四
項
中
「
同
項
第
十
五
号
」
を
「
同
項
第
十
六
号
」
に
改
め
る
。

（
人
事
院
規
則
八

一
二
の
一
部
改
正
）

第
八
条

人
事
院
規
則
八

一
二
（
職
員
の
任
免
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
七
条
第
三
項
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

職
員
が
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
場
合

（
人
事
院
規
則
九

七
の
一
部
改
正
）

第
九
条

人
事
院
規
則
九

七
（
俸
給
等
の
支
給
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
七
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
派
遣
さ
れ
、
又
は
当
該
派
遣
後
職
務
に
復
帰
し
た
場
合

第
五
条
第
二
項
中
「
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
」
の
下
に
「
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
第
四
十
八
条
の
三
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
」
を
加
え
る
。

第
七
条
中
「
場
合
を
含
む
。）」
の
下
に
「
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
第
四
十
八
条
の
九
」
を
加
え
る
。

（
人
事
院
規
則
九

五
四
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

人
事
院
規
則
九

五
四
（
住
居
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
」
の
下
に
「
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四

年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
」
を
加
え
る
。

（
人
事
院
規
則
九

八
九
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

人
事
院
規
則
九

八
九
（
単
身
赴
任
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
第
一
号
ロ
中
「
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
」
の
下
に
「
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置

法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
」
を
加
え
る
。

（
人
事
院
規
則
九

一
二
一
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

人
事
院
規
則
九

一
二
一
（
広
域
異
動
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
派
遣
か
ら
職
務
に
復
帰
す
る
こ
と
。

第
五
条
第
四
項
第
二
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第
十
号
」
に
、「
第
八
号
」
を
「
第
九
号
」
に
改
め
る
。

（
人
事
院
規
則
九

一
三
九
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

人
事
院
規
則
九

一
三
九
（
平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
俸
給
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
号
中
「
第
七
条
」
の
下
に
「
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）

第
四
十
八
条
の
十
一
第
一
項
」
を
加
え
る
。

（
人
事
院
規
則
一
〇

一
二
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

人
事
院
規
則
一
〇

一
二
（
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
十
八
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る

派
遣
職
員

同
法
第
四
十
八
条
の
九
に
規
定
す
る
機
構
に
お
け
る
特
定
業
務

（
人
事
院
規
則
一
一

四
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

人
事
院
規
則
一
一

四
（
職
員
の
身
分
保
障
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
、
派
遣
法
」
を
「
又
は
派
遣
法
」
に
、「
派
遣
さ
れ
た
職
員
が
職
務
に
復
帰
し
た
と
き
」を「
派

遣
さ
れ
た
職
員
」
に
、「
育
児
休
業
を
し
た
職
員
が
職
務
に
復
帰
し
た
と
き
」
を
「
育
児
休
業
を
し
た
職
員
」
に
、「
交

流
派
遣
職
員
が
職
務
に
復
帰
し
た
と
き
」
を
「
交
流
派
遣
職
員
」
に
、「
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
た
職
員
が
職
務
に
復

帰
し
た
と
き
」
を
「
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
た
職
員
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十

五
号
）
第
四
十
八
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
」
に
、「
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
た
職
員
が
職
務
に
復
帰
し

た
と
き
」
を
「
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
た
職
員
」
に
、「
が
職
務
に
復
帰
し
た
と
き
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め

る
。

（
人
事
院
規
則
一
八

〇
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

人
事
院
規
則
一
八

〇
（
職
員
の
国
際
機
関
等
へ
の
派
遣
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
十
八
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る

派
遣
職
員

（
人
事
院
規
則
九

八
の
一
部
改
正
）

第
十
条

人
事
院
規
則
九

八
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
八
の
備
考
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
24年
法
律
第
25号
）
第
48条
の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣

さ
れ
た
職
員
同
法
第
48条
の
９
に
規
定
す
る
機
構
に
お
け
る
特
定
業
務

（
人
事
院
規
則
九

一
三
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

人
事
院
規
則
九

一
三
（
休
職
者
の
給
与
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
号
中
「
場
合
を
含
む
。）」
の
下
に
「
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十

五
号
）
第
四
十
八
条
の
九
」
を
加
え
る
。

（
人
事
院
規
則
九

二
四
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

人
事
院
規
則
九

二
四
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
一
号
ロ
中
「
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
」
の
下
に「
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法（
平

成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
」
を
加
え
る
。

第
十
九
条
の
二
第
一
項
第
三
号
及
び
第
十
九
条
の
三
第
二
項
第
二
号
中
「
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
」
の
下
に

「
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
」
を
加
え
る
。

（
人
事
院
規
則
九
│
三
四
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

人
事
院
規
則
九
│
三
四
（
初
任
給
調
整
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
派
遣
さ
れ
た
場
合

そ
の
派
遣
の
期
間

（
人
事
院
規
則
九

四
〇
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

人
事
院
規
則
九

四
〇
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
十
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

無
給
福
島
復
興
再
生
特
措
法
派
遣
職
員
（
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五

号
）
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員
（
以
下
「
福
島
復
興
再
生
特
措
法
派
遣

職
員
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
給
与
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
職
員
を
い
う
。）

第
四
条
の
二
中
「
法
科
大
学
院
派
遣
法
第
十
一
条
派
遣
職
員
」
の
下
に
「
、
福
島
復
興
再
生
特
措
法
派
遣
職
員
」

を
加
え
る
。

第
七
条
第
二
号
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七

号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

福
島
復
興
再
生
特
措
法
派
遣
職
員

第
十
一
条
第
二
項
第
九
号
中
「
場
合
を
含
む
。）」
の
下
に
「
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
第
四
十
八
条
の
九
」

を
加
え
る
。
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